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ＪＢブランドの真価を問うパリ展 
豊島半七・実行委員長挨拶 

 
 

本日はご多忙の中、皆様にはＪＢ（ジョイ

ント・尾州）パリ展示会とレセプションにご

来場いただき、ありがとうございます。ＪＢ

ブランド構築事業実行委員会を代表して、厚

くお礼申し上げます。 
本展示会は、昨日６日から明日８日までの

3 日間、ルーヴル美術館の装飾芸術美術館／

モードと織物美術館内ギャラリーで開催し

ております。テーマは「日本におけるテキス

タイル文化の開花」であります。 
展示会には尾州産地で最も企画力、意匠力

の高いテキスタイルメーカーと技術力の高

い染色整理業者が合わせて１７社が参加、２

００６年春夏物の新作を展示しております。 
同時に日本の封建時代であった江戸時代

（１６０３年～）末期から近代化へ踏み出し

た明治時代（１８６８年～）初期のテキスタ

イルとファッションの歴史をひもとくコレ

クションも展示しております。 
ＪＢブランドは日本国政府の支援を受け

て、官民一体となって尾州産地が立ち上げた

国際ブランドであります。 
その真価を問う初めての展示会を単独で、

世界のファッションを創造するパリで行う

ことが出来たことは無上の喜びであります。 
改めまして会場を提供して頂きましたル

ーヴル美術館、トレンド提供や展示会運営に

多大なご協力を頂きましたネリーロディ社

および開催に関してご指導、ご協力を下さっ

たジェトロ・パリの皆様にお礼申し上げます。 
ＪＢブランドのコンセプト、尾州産地の歴

史と現状につきましては別紙をご覧下さい。

その一部を紹介しますと、尾州産地は１９９

１年から連続して１０年、パリ・オートクチ

ュール協会のデザイナー９名をお招きし、一

宮市で「パリ・ファッション・ファンタジー」

の名称でファッションショーを開催してま

いりました。そして、尾州で製造したテキス

タイルをそのファッションショーでも２～

３点取り上げられるようになりました。 
このように、尾州とフランスそしてパリは

１０年以上も前から友好関係を築いており

ます。 
日本が誇るファッションデザイナーの森

英恵さんは（なお、森さんのご主人は一宮市

出身であります）、「東洋と西洋の出会いと融

合、そして、日本の独特の文化や感性をベー

スに、日本人でないとつくれないものを創造

することがこれからの課題である」と言って

おられます。 
今回、その絆が更に強化され、ファッショ

ン素材であるＪＢブランドを通じた文化と

経済交流が発展することを信じて疑いませ

ん。 
ＪＢブランドがフランスを初めＥＣ諸国

の生活者のファッションライフを更に豊か

にすることができれば、これに勝る幸はあり

ません。 
皆様のご健康とご多幸を願ってご挨拶と

いたします。有難うございました。 

５ 
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尾州クオリティの一端を披瀝 
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本日のレセプシ

ョンにお越し頂

きましたファッ

ション関係の皆

様、ジャーナリ

ストの皆様、関

係者の皆様、ＪＢ(ジョイント・尾州)パリ展

示会と本日のレセプションにご来場頂き、心

よりお礼申し上げます。 
 私はここで、皆様に尾州産地の歴史と概要

を説明させて頂きます。 
 尾州産地は日本のほぼ中央にあります。３

月に開催される愛知万博を契機に建設され

ました中部国際空港からは１時間たらずの

ロケーションにあります。行政区域は愛知県

と一部岐阜県を含みますが、この地帯は日本

でも代表的な美しい河川・木曽川の流域であ

りまして、肥沃な土地と美しい自然に恵まれ

ています。 
 尾州産地は日本の都が奈良に決められた

７１０年頃から、織物業が盛んでした。最初

に手掛けた素材は麻でしたが、次ぎに絹織物

の生産が盛んになりました。日本の古典には

この地域は一面の桑畑の緑で覆われていた

と記述されています。 
 時代が移り、時の支配者の「庶民に絹は贅

沢」という方針で、この地における絹織物の

生産は衰退しましたが、開発意欲旺盛な尾州

の人々は１５００年代初頭に日本に栽培手

法が伝わった綿花の生産と織物作りに乗り

出しました。尾州地方は秋になると綿花の白

い花で埋め尽くされました。 
 綿織物で隆盛を誇った尾州産地を１８９

１年、大地震が襲いました。液状化現象が発

生し、砂土が表面に露出し、綿花の栽培が不

可能になったのです。しかし、開発意欲旺盛

な尾州産地の人々は、次に毛織物の開発に着

手しました。時の政府が官営の毛織物工場を

建設したのは１８７９年でしたが、尾州産地

でも大震災以降、毛織物の生産が盛んになり、

１９００年初頭からはそれまでの「きもの」

に代わって洋服生地の生産にも旺盛に取組

みました。もちろん、現在は１００％梳毛や

紡毛の洋服地の生産であります。 
 このように尾州産地は１００年余の毛織

物の伝統を誇る産地なのです。幾多の歴史の

試練を乗り越えて、今日を迎えておりますが、

１８９５年のプラザ合意による円高を契機

に毛製品輸入の増大が続き、産地規模を縮小

させているもの事実です。 
 その対策としまして尾州産地は素材開発

面では①輸入製品と競合しない付加価値の

高い素材の開発②日本が誇る先端技術の織

物への付与による高度機能素材の開発③１

３００年の歴史を持つ日本独自の織物技法

の今日への再現素材④竹や和紙など新素材

を駆使した素材などに取組んでいます。また

政策面ではこうしたジャパン・クオリティの

輸出に力を入れております。今回パリにお伺

いしたのもその一環であります。 
 ジャパン・クオリティの一端を今回持参し

ております。どうぞルーヴル美術館展示場で

ご覧下さい。皆様との出会いを感謝しており

ます。尾州素材と皆様の出会いが、新しいビ

ジネス創造にお役にたつと信じております。 

６ 


